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今年もあと１か月少しになりました。示現会の行事も厳しいコロナ禍

ではありましたが、４月の新美術館での本展、引き続き各支部に於

ける巡回展などが開催されました。また支部においても公募展、写

生会、作品研究会など、コロナ対策を踏まえて実施されました。 

寒くなります。風邪など注意しましょうね。 

 

 

 
 
 ２月１５日（火） 理事会 
✼ 理事会において、７5 回展開催について 

最終決定する。 
現在、開催の方向で進めておりますが、今後の
状況により変更も出てきます。 

 
〇 展覧会日程                    
   ・3 月 20日（日）  展覧会用品準備 
   ・3 月 24日（木）  受付設営・システム会議 
   ・3 月 25日（金）  大口業者搬入 
   ・3 月 26日（土）・27 日 個人搬入 
 ・3 月 28 日（月） 写真撮影 
   ・3 月 29日（火） 理事会・審査鑑別 

・３ 月 30日（水）  審査鑑別 
   ・３ 月 31日（木） 常務理事会・理事会・入選発表 
   ・4 月 １ 日（金） 受賞者・昇格者発表【HP・報道】 
   ・4 月 5日（火） 陳列・受付設営 
   ・４ 月  ６日（水） 開会・理事会・表彰式・祝賀懇親会 
      ・表彰式   １５：００ 
      ・祝賀懇親会 １８：３０ 
   ・４ 月 18 日（月） 閉会 
 
＜審査に関すること＞ 
❊ 審査会場の使用が７４回展と同じく人数が制限された 

場合は７５回展も①の人数で実施 
 

① 審査員 18、進行４、記録３、場内管理２、東美 5、ヤマト
４ で行う 
〇この場合審査は本部役員のみとなる 
 

② 昇格、および受賞者 
  ・３月３１日（木） 理事会にて各賞、昇格の決定 
  ・７５回展より外部審査員２名とし、外部審査員及び常

務理事による大臣賞選考 
 
＜その他・展覧会に関すること＞ 
 ・４月 ７日（木） 支部長会 （予定） 
 ・４月１８日（月） 展覧会終了 撤去  
         打ち上げ会は中止 
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11 月 5日 総会提案事項 
 
１ ７５周年記念・示現会展について 

 〇 状況の変化で計画の変更もあるが、記念展は実施する。

一部仕事内容などの簡素化などを考えるが、基本的には、例年

開催してきた展覧会を実施する。 

1 国立新美術館での展覧会開催 

2 懇親会（記念祝賀会）の開催 

3 記念画集の発行 

❊ 懇親会についてはコロナ感染 

の状況をみて２月の理事会で検討する 
 
２ 委員について 

 〇 来年度は委員の改選期にあたるが、この２年コロナ禍に

おいては、７３回展の中止、非常事態宣言 

の発令などで仕事などに携わることが難しく 

満足な活動が出来なかった。改選においては 

会員相互の選挙を行うことになってはいるが、それぞれの委員、

会員の活動が見えなく推薦が難しいとのこと 

もあり、現在の委員を２２年度、２３年度も引き続き任期期間

とすることを２月１５日の理事会で決定、理事長が任命し総会

で報告する。 
 

３ 2022年度の行事について 
 〇 基本的には、コロナ前の行事を踏襲、実施するが、状況

の変化により変更もありうる。 
 

 ✼ 変更などが起きた場合その都度、 
ホームページ、事務局だよりなどで 
お知らせいたします 

７５周年記念展・日程 

１１月２７日  システム会議及び班長会議 
１２月５日 発送  
     
1月 ９日（日） 新年会 中止 
1月１６日（日） リモート作品研究会 
1月２３日（日） 発送業務 
２月２０日（日） リモート作品研究会 
２月１５日（火） 会計監査、理事会 
３月 ８日（火） 通常総会 （紙上） 

今後の予定 



 

 

    

 

 

 

 

 

 

   

今回の紹介は、「会誌係」です。 
コロナ禍のなか、厳しい作業になりまし
たが、今回も素晴らしい会誌が発行され
ました。 
 
 

 

 

会誌係の仕事  中西 敦 
会誌係には担当理事以下 
10 人のメンバーがいます。 
コロナ禍で集合作業ができず、菱
田班長のご指示の元で、作業を分
散して郵送・電子メールベースで発
信・回収し、校正・確認作業をしてい
ます。コミュニケーションが難しい
面もありますが、会の活動を皆さ
んに届けるべく、何とか日程通り発
刊できるよう頑張っております。 
 
 
 

「会誌の役割」 永江咲紀子  
「事務局だより」は示現会員 
の結束を強める吸着剤のよ 
うな存在でもあり、タイムリーでもあ
ります。半面、会誌はどのような存在
であるべきかを考えます。記事が重
複することも多く、原稿もお願いし
ずらくなることもあります。以前、会
誌は、示現会以外にも配布する会の
「顔」のようなものだと聞いたこと
があります。 
責任重大だと感じ緊張して参加して
います。 
 
 

会誌係になって   山村早苗 
会誌係になり、初めて校正を経験しました。 
それまでは何気なく読んでいた会誌ですが、係りに 
なってからは全ての文章を細かくチェック、写真を 
縮小したりして、割り付けをしていきます。 
私は主に「支部だより」を担当しています。 
支部長以下、皆様の熱意やご苦労がひしひしと伝わってき
て、頭が下がります。写真等も全て掲載したいのですが、誌面
の関係で主立ったものしか載せられず、申し訳なく思ってい
ます。会誌は会の皆様とのかけはしです。是非目を通して頂
けたらと思います。 
              

会誌係として  宮本順子 
会誌係を拝命して、どうにか会誌作りの流れを理解してきた 
矢先、コロナが猛威を振るって、集まって会誌を作ることがで 
きなくなりました。その為、長年会誌係をなさって来られた方々にご苦
労をお掛けすることになりました。早くコロナが終息して、皆さんとワイ
ワイ！言いながら会誌作りが出来ると良いな、と思っています。 
   写真係   倉本健夫 

会誌に記載する行事活動の様子を撮影しております。 
特に大変な撮影は会誌の表紙となる役員総見のスナップ 
です。理事長を中心として各理事先生方が自然体に収ま 
るかが課題です。写生会の際には支部の人達が写生している場所を
探して撮影。又は飾り付けの業務に夢中になってカメラのスタンバイが
おくれるときもあります。 

 会誌係に参加して 中村一雄（会員） 
昨年初めて会誌係の一員となりました。 
コロナ禍の中、ほとんどの活動は係の先輩方が 
引き受けてくださり、顔合わせの機会もなく、何の貢献もできませんで
したが、昨年十月中旬の校正に参加しました。 
原稿依頼、校正、印刷など、様々な工程に多くの方々のご努力がある
ことを実感しました。 
本年もできる範囲内でお力になれればと思っています。 

会誌編集作業に参加して  藤間稔久(会員) 
私は昨年度版より参加しました。 
担当したのは、組みあがった後の最終段階の校正作業で、 
最終チェックでもあり重要な作業と思います。 
一般会員ですが、過去に印刷会社に勤務していたこともあり、指名され
たのだと理解しています。他の担当の方が、見過ごしていた箇所を訂正
できたこともあり、多少はお役に立てたような気がします。 

在宅校正 北島裕子 
マスク無し、大声で読み合わせをしていた。 
今回は、家で全ページに赤字を入れ、レイアウトなど、 
チェックをする。印刷所で直された原稿を再々校正、熟読 
を繰り返す。７５年の歴史を痛感。家族のように守られ、絵を描ける幸せ
に感謝す。また、今年度授賞、昇格した画友の喜びに感動。会の将来に
光がさすように思われた。 

会誌係  菱田直美 
昨年に引き続き、会館で 
の共同作業が難しく、 
分業在宅ワークで、メー 
ルや、電話での打ち合わせでし
たが、１０月２９日に久しぶりに集
まり校正をいたしました。国語に
強い方や、博学な方々に助けて
いただき、なんとかまとめるこ
とができました。 
今回は授賞や、昇格の方が大変
多く、皆様の喜びの声をお届け
できたことをうれしく思っており
ます。 

７５周年記念展 

 

● 種 類・点数 油絵・水彩・その他絵画 １点まで 

● 作品の大きさ Ｆ３０号以上Ｆ１００号  

Ｓサイズは８０号以内とする  

● 搬 入 ３月２６日（土）・ ２７日（日）  

※ 午前 10時 30分より午後 4時  

搬入場所 国立新美術館 （地下１階） 

 東京都港区六本木 7－22－2 

● 額縁幅について 

＜油絵＞幅１０㎝以内（はさきを含む） 

 ＜水彩・その他絵画＞ マットを含め１０㎝以内 

※水彩額・ガラス入りは不可、アクリル板は可  

● 出品料  一般       8000円 

 40歳未満  4000円  

20歳未満  2000円  

● 初出品者を対象に優秀作品を表彰する 

 

１０月２９日会館にて第１回校正作業 
左より、中村、宮本、森田、菱田、北島、
永江さん 

一般出品者作品募集 
示現会展に出品をお誘いください。 

３０号から出品できます。今回は画集も発行されます。 
  
 

 会誌係  森田 徳美 
 毎年発行する会誌ですが、各支部の情報や新会員の紹介 
など依頼し、様々な会の出来事などを文章と写真とで掲載 
しています。それらの編集を各自それぞれに分担して割付し 
ていきます。それを外注に依頼して戻って来たのを全員で校正して、最
後に印刷に依頼して完成します。 

福岡支部
から小品
展開催の
お知らせ
が届きま
した。 

委員の仕事はいろいろ
あります。係の皆さんの
活躍ぶりを機会を見て
紹介します。 
 

示現会のいろいろな案内は
ホームページに掲載されま
す。ぜひご覧ください。 
 
 

皆さんからの一言を募集中です。自粛生活のこと、
絵のこと、地域の様子など、お知らせください 

メール先 佐藤祐治宛 

1941sato@gmail.com   


